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このほど、大学入試センターから 2023 年度大学入学共通テスト（以下、共通テスト）の実施結果が発表され、受

験者数、科目別平均点などが判明した。昨年度入試は数学の平均点が大きくダウンし難化したが、今年度の共通テ

ストは、数学Ⅰ・数学Ａ、数学Ⅱ・数学Ｂの平均点が大きく上昇した。一方で、理科では生物の難化にともない、

物理との平均点の差が 20 点以上の差がついたため、2021 年度入試以来２年ぶりの得点調整が実施された。以下、

今年の共通テストの概況を振り返る。 

 

■志願者数・受験者数は減少するも受験率はやや回復 

2023 年度共通テストは 1 月 14・15 日の２日間にわ

たり、全国 679 会場で実施された。 

今年度の志願者数は 512,581 人（前年比 96.6％）、

受験者数は 474,051 人（同 97.1％）となった【図表

１】。今春の高校卒業見込者は前年から３％ほど減少

する見込みで共通テスト志願者数・受験者数の減少は

これにともなうものである。志願者のうち実際に受験

した者を示す受験率は 92.5％と上昇した。今年は試験

当日に大きな自然災害等もなく、概ね天候にも恵まれ

た試験日和であったことも影響していよう。 

なお、今年の追試験の受験許可者数は、3,893 人と

昨年の２倍以上となり、依然として新型コロナウィル

ス感染症の影響が小さくなかったといえる。追・再試

験は本試験の２週間後の 1 月 28・29 日に実施され、

前身の大学入試センター試験時（以下、センター試験）

を通じて過去最高の 3,471人が受験した。 

【図表２】は受験科目数別の受験者数の推移であ

る。主に国立大志望者が受験する７科目以上は 98.6%

と受験者数の減少を考慮すると堅調であった。一方、４～６科目の受験者数と、私立大専願の志望者が中心となる

３科目以下の受験者数は、前年比 95％前後といずれも減少率は高い。センター試験と比較して理解の質や活用力を

求められる共通テストの出題傾向により、共通テスト対策が必ずしも私立大入試の対策に直結するとは言い切れず、

私立大志望者の共通テスト離れの傾向がみられる。 

 

■共通テストの出題－出題傾向に変化なし、問題分量はさらに増加 

３年目の実施となった今年の共通テストだが、全体としては出題傾向に前年までと大きな変化はみられなかった。

複数資料の提示、日常や学習場面を中心に問題解決を題材とした出題、および教科固有の「思考力・判断力・表現力」

をより深く問うというコンセプトは継続している。なお、国語では今年も「実用的な文章」は出題されなかったこと

を付け加えておく。 

日常の事象の例では、数学Ⅰ・数学Ａでバスケットボールのシュートを題材にボールの放物運動について考察する

問題が出題された。このほかにも政治・経済の「少年法改正」「ＳＤＧs（持続可能な開発目標）」といった時事的な話

題をテーマとした出題、化学基礎の「しょうゆに含まれる塩化ナトリウム量」など身近な物質を取り上げる出題など

が随所にみられた。 

一方、かねてより指摘されていた問題分量はさらに増加した。学習場面設定のための会話文の多用や、複数資料を

【図表１】 センター試験・共通テスト 志願者数・受験者数推移 

年度 志願者数 
受験者数 

受験率 
総数 本試験 

追試験・ 
再試験 

2013 573,344 543,271 542,943 328 94.8% 

2014 560,672 532,350 531,987 363 94.9% 

2015 559,132 530,537 530,177 360 94.9% 

2016 563,768 536,828 536,659 169 95.2% 

2017 575,967 547,892 547,391 501 95.1% 

2018 582,671 554,212 553,762 450 95.1% 

2019 576,830 546,198 545,588 610 94.7% 

2020 557,699 527,072 526,833 239 94.5% 

2021 535,245 484,114 482,624 1,490 90.4% 

2022 530,367 488,384 486,847 1,536 92.1% 

2023 512,581 474,051 470,580 3,471 92.5% 
※大学入試センター資料より 
※受験率は受験者数（総数）／志願者数 

２０２３年度入試情報 

２０２３年度大学入学共通テスト概況分析 

 

※大学入試センター資料より 
※理科の基礎を付した科目は２科目で１科目とする 

【図表２】 共通テスト 受験科目数別の受験者数 

2022年度 2023年度

７科目以上 280,024 276,075 98.6%

４－６科目 88,910 84,594 95.1%

３科目以下 119,449 113,382 94.9%

合計 488,383 474,051 97.1%

受験科目数 前年比
受験者数
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提示することで多くの教科・科目で問題冊子のページ数が増加、とくに国語、世界史Ｂ，数学Ⅰ・数学Ａ、物理など

は前年から４ページ増となっており、多くの受験生にとって負担増となったことは想像に難くない。大学入試センタ

ーには、個々の問題だけでなく、科目全体としての分量・バランスを考慮した問題作成をお願いしたい。 

 

■科目別平均点の変化－「数学」で平均点が大幅にアップ 

【図表３-１】は大学入試センターが公表した共通テストの主な科目の平

均点の一覧である。「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」でそれぞれ大き

く平均点が上昇した。一方、「英語リーディング」「国語」「世界史Ｂ」「倫

理,政治・経済」などでダウンした。また、「物理基礎」「生物」「政治・経

済」などの科目ではセンター試験時を通じて過去最低点となった。 

【図表３-２】は河合塾が実施した自己採点集計「共通テストリサーチ」

参加者の数学の得点分布である。昨年と比較してそれぞれ約 18点平均点が

アップしていることで、「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」ともに今年

の得点分布は右側の得点が高い方に大きくシフトした。数学も問題冊子ペ

ージ数は増えているものの、問題文は読みやすくなり、計算の負担が軽く

なったことから平均点が上昇した。とくに数学Ⅱ・数学Ｂでは全体の約６

割が 60点以上得点しており、手ごたえを感じた受験生が多かったとみる。 

理科では、主に理系生が受験する理科②で得点調整が行われた。最も平

均点が高かった「物理」に対し、20点以上の差がついた「生物」との平均

点差を調整するため「化学」「生物」で受験生の得点に調整がなされた。「地

学」は受験者数が１万人未満であったため、得点調整の対象から外れた。 

「生物」は、初年度の 72.64 点から２年連続でダ

ウンしている。今年は得点調整が行われた結果前年

並みの平均点となったが、それでも物理との平均点

差は大きく開いたままである。選択した科目による

不公平感が拭えたとはいえない状況である。また得

点調整は共通テスト移行後、一昨年に続き２度目の

実施となった。センター試験は 30年で２回のみ実施

だったことと比べ頻度が高いといわざるをえないだ

ろう。一方で地歴公民では、政治・経済をのぞけば

平均点は 60 点前後と科目間の難易度のバランスの良い出題となった。 

多くの受験生に影響を与える共通テストであるため、理科についても今後の慎重な作問に期待したい。 

 

■７科目型平均点は依然低く 

【図表４】は河合塾が推定するセンター試験・ 

共通テストの７科目型平均点の 10 年間の推移で

ある。 

今年の平均点は７科目文系型（900 点満点）が

530点（前年差＋23点）、７科目理系型（900 点満

点）が 548点（前年差＋38点）と、前年から大き

くアップした。ただし、図からも読み取れるよう

に、平均点アップといってもこれまでの平均点で

みれば低い方となり、センター試験時に比べ平均

点は低く推移している様子がわかる。 
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【図表３-１】 共通テスト 主要科目平均点 

 

 

※大学入試センター資料より 
※理科②は得点調整後の数値 

【図表３-２】 共通テストリサーチ 「数学」受験者の得点分布 

【図表４】 センター試験・共通テスト ７科目型平均点の変化 

 

2022年度 2023年度 差

英語 リーディング 61.80 53.81 -8.0

英語 リスニング 59.45 62.35 +2.9

数学Ⅰ・数学Ａ 37.96 55.65 +17.7

数学Ⅱ・数学Ｂ 43.06 61.48 +18.4

国語 110.26 105.74 -4.5

物理基礎 30.40 28.19 -2.2

化学基礎 27.73 29.42 +1.7

生物基礎 23.90 24.66 +0.8

地学基礎 35.47 35.03 -0.4

物理 60.72 63.39 +2.7

化学 47.63 54.01 +6.4

生物 48.81 48.46 -0.4

地学 52.72 49.85 -2.9

世界史Ｂ 65.83 58.43 -7.4

日本史Ｂ 52.81 59.75 +6.9

地理Ｂ 58.99 60.46 +1.5

現代社会 60.84 59.46 -1.4

倫理 63.29 59.02 -4.3

政治・経済 56.77 50.96 -5.8

倫理,政治・経済 69.73 60.59 -9.1

教科・科目名

数
学

理

科
①

理
科
②

地
歴

公
民

平均点

※総合型平均点は河合塾推定 
 ７科目文系型：英・数(2)・国・理(1)・地公(2)（900 点満点） 

７科目理系型：英・数(2)・国・理(2)・地公(1)（900 点満点） 
＊2020 年度まではセンター試験の数値で、英語は筆記＋リスニングの 250 点を 200 点に換算して集計 
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■得点分布－平均点上昇にともない７科目型の成績上位者が倍増 

【図表５】は河合塾が実施した自己採点集計「共通テストリサーチ」参加者の得点分布である。 

多くの国公立大で必要となる７科目の受験者の得点分布は、文系型、理系型ともに右にシフトし得点率８割以上の

高得点層が前年から倍増した。これにともない多くの大学で予想ボーダーラインは上がった。 

３教科型では、主に私立文系志望者が受験する「英・国・数または地公」の３教科型と、私立理系志望者が受験す

る「英・数・理」の３教科型の得点分布を作成した。「英・国・数または地公」型では、今年の分布が小さくなってい

るのが特徴だ。冒頭で共通テストの３科目受験者が減少したとお伝えしたが、私大文系志望者の共通テスト利用が減

っていることをうかがわせる。「英・数・理」型では、数学の平均点アップにより高得点層が厚くなっている。得点分

布の裾野も広がり、受験生の実力差が目立つ点が特徴である。 

 

【図表５】 共通テストリサーチ 受験者の得点分布 

３教科 受験者の得点分布 ７科目 受験者の得点分布 

※得点調整を反映させたデータで作成 


